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社協とは？
　　地域で助けを必要としている人、困りごとを抱えている人など、さ
　まざまな福祉課題・生活課題を、種々の制度やボランティアの方の協
　力のもと解決し、より良い地域にするための活動を行っています。

社協組織について…
　　社協は民間団体であり、公務員ではありません。全国、都道府県、
　特別区、政令指定都市、市町村単位にあり、各社協がそれぞれの地域
　に応じた活動を行っています。

シンボルマーク
　　　　　　　　　このマークは、全国共通の社協のシンボルマークで
　　　　　　　　す。社会福祉及び社会福祉協議会の「社」を図案化し、
　　　　　　　　「手をとりあって、明るいしあわせな社会を建設する
　　　　　　　　姿」を表現しています。

どんな事業を？（小豆島町社協）
　　日常生活自立支援事業、生活困窮者自立相談支援事業、心配ごと相
　談、配食サービス事業、軽度家事支援サービス事業等、地域のニーズ
　に寄り添った事業をしています。（4ページ参照）

事業の財源は？（小豆島町社協）
　　地域のみなさまからの一般会費・賛助会費・寄付金が社協の事業推
　進の大きな支えとなっています。また、共同募金の助成や、国・県・
　町などからの補助金・委託料も財源となっています。これらの貴重な
　財源は全て、地域を良くするための福祉事業に役立てられています。
　今後ともご協力をよろしくお願いします。

社会福祉協議会について…

なにかお困りごとがありましたら、お電話ください。

小豆島町社会福祉協議会
電　話　82-5318
ＦＡＸ　82-5319
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が
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弁論大会で発表する藤本さん

広報担当の岡田です。地域の皆様に関心を持っていただける
ような身近な広報誌にしていきたいと思っています。これからも
よろしくお願いします。

豊寿園ワークキャンプ

老人クラブ（スポーツ大会）

〈社協事業を一部紹介〉

消毒料 要

協力事業

ボランティア活動推進事
業

一人暮らし高齢者を励ま
す会車イス貸出し

生活支援サービス事業

配食サービス事業

絆バトン

相談事業
・日常生活自立支援事業
・生活福祉資金貸付
・心配ごと相談
・生活困窮者自立相談支援
・香川おもいやりネットワーク

情報は
　更新されていますか？

・買い物
・掃除

・冷蔵庫へ保管
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事業名
（事業主体）

その他の運営協力

令和元年度　事業報告

小豆島町社会福祉協議会
令和元年度事業報告及び収支決算
令和２年度事業計画及び収支予算

対　象　者 概　　要 年間実績等

生活支援
コーディネーター
（小豆島町）

高齢者が住み慣れた地域で生きがいをもって在宅生活を継続していくために、必要な
サービス提供体制を構築していく

小豆島町共同募金委員会・民生委員児童委員協議会・老人クラブ連合会

広報活動 年２回、ふくしだより発行

介護相談員派遣
（小豆島町） 福祉サービス提供事業所 聞き取りにより、利用者の疑問や不満、不安を解消する

とともに、施設のサービス向上を図る

絆バトン・
命の笛配付

７５歳以上の方 絆バトン…医療情報、福祉情報などを記入した用紙を入
れたものを冷蔵庫に保管し、救急時に活用　　　
命の笛…災害時等に活用　有料

心配ごと相談
第２　内海会場
第４　池田会場

どなたでも 毎月、第２第４火曜日に、日常
生活における心配ごとの相談に
応じ、助言や専門機関へ紹介

相談日数２１日
相談件数１６件

日常生活自立支援
（香川県社協）

認知症高齢者や障がい者等
で、判断が十分ではないが
本事業の契約内容が理解で
きる方

福祉サービスの利用手続きや金
銭管理のお手伝い
利用料が必要

現在利用者数１３人
支援回数２８３回

生活福祉資金貸付
（香川県社協）

低所得世帯・障がい者世帯・
高齢者世帯

安定した生活が送れるように資
金貸付と相談・支援

相談件数２３件
貸付件数７件

生活困窮者自立
相談支援
（香川県）

町内在住の生活困窮者の方
生活保護に至る前の段階の自立
支援策の強化に向けて、状況に
応じた支援

相談件数４件

一人暮らし高齢者を
励ます会

７７歳以上の一人暮らしの
方

集会所等で食事を含めた交流会
を開く

夏　１４９人
冬　２２３人

配食サービス
（小豆島町）

高齢者世帯 週５回（月曜～金曜）
利用料が必要

利用者数７０人
延７，４１０食

生活支援サービス
（小豆島町）

事業対象者や要支援・要介
護認定を受けている方

週１回１時間程度の買い物、掃
除など軽微な日常生活支援
利用料が必要

利用者数４１人
延１８１０．４時間

福祉機器貸出 必要な方 車いすの貸し出し
返却時に消毒料が必要

２０件

防水シーツ配付 在宅で寝たきりの方 無料配付 配付人数３４人

地域ボランティア
活動推進

４月ごろ　ボランティアと施設入所者とのお花見交流
８月ごろ　中学生が施設でボランティア活動の一環として入
所者と触れ合うワークキャンプ

参加者２８人
参加者２０人

香川おもいやりネットワーク
（香川県社協）

必要な方 県全体で社会福祉法人、社協、民生委員などが連携し、
総合相談、支援事業、人材育成
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令和２年度　事業計画
　今後求められる地域共生社会とは、人と人、人と社会のつながり、一人ひとりが生きが
いや役割をもち、助け合いながら暮らしていける地域や社会を創るという考え方です。
　しかしながら、地域のつながりが薄くなっていることは否めません。その中で助け合い
の輪を広げるには、何らかの働きかけが必要です。社会福祉協議会の目的の一つにボラン
ティア精神の醸成があります。社協が何らかの役割が果たせるものと思います。
　令和２年度では、重点推進項目を中心に、特に相談支援体制の充実を行ったうえで、社
会福祉協議会の存在意義を高める事業を推進していくとともに、これを十分に地域の人た
ちに見てもらう工夫をしていきます。

　　　重点推進項目
　　　　　　①生活支援コーディネーターの活動強化
　　　　　　②相談業務の充実
　　　　　　③災害時福祉支援活動
　　　　　　④成年後見制度の実施
　　　　　　⑤財政基盤の確立

支出
44,235,000

〈支出の部〉

収入
44,235,000

〈収入の部〉
（単位：円）令和２年度　収支予算

事業収入
180,600

支出
44,443,376

助成金・負担金
2,057,142

当期年度末残高
6,660,586

事業費
1,322,583

人件費
25,531,941

事務費
6,954,427

〈支出の部〉

共同募金
配分金
3,055,395

前年度繰越金
7,891,151

受託金
17,131,994

助成金
2,760

補助金
8,167,279

会費　2,691,000
寄付金　190,700

収入
44,443,376

〈収入の部〉

令和元年度　収支決算 （単位：円）

利用者負担金
23,100

その他
5,105,559

事業費
244,000

その他
1,588,000

受取利息配当金
　6,000

共同募金
配分金
3,022,000

前年度繰越金
5,781,000

受託金
17,242,000

助成金
10,000

補助金
8,201,000

会費　2,700,000
寄付金　300,000

利用者負担金
33,000

活動基金取崩
5,108,000

助成金・負担金
2,089,000

予備費
4,377,000

事業費
3,565,000

人件費
26,690,000

事務費
7,514,000

その他
1,627,257

固定資産取得
289,440

受取利息配当金
　3,838
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※理事・監事・評議員は、議会、行政、自治会、民生委員
　児童委員、老人クラブ、婦人会、身障者団体、福祉施設、
　保健・医療機関、学校、ボランティア、福祉委員の代表
　及び学識経験者で構成されています。

自 令和元年6月25日〜至 令和３年6月下旬

事　務　局

空　林　志　郎
大　森　猛　広
岡　田　真　弓
三　宅　雅　子
木　下　裕　美
笠　井　玲　子
山　下　美　穂
岡　田　直　子

会
　
長
　
三　

木　
　

功

副
会
長
　
森　
　
　
　
　

崇

企画財政運営委員会

橋　元　高　宣　 　濵　田　　茂
三　木　　功 森　　　　崇

委員長　安　井　信　之　副委員長　田　中　　仁

苦 情 解 決 体 制
責　任　者　　空　林　志　郎
第三者委員　　坂　下　親　弘
第三者委員　　岡　田　恕　枝

評　　議　　員
空　　田　　利　一　　山　口　眞理子　　山　本　順　子　　岡　田　恕　枝
石　井　　正　信　　八　木　英　機　　山　下　太　一　　坂　下　順一郎
棟　保　　　 博　　楠　　 初　美　　八　木　正　人　　松　岡　綾　子
松　井　　勝　行　　新　茶　善　昭　　出　水　一　明　　中　江　　　正

広 報 委 員 会

木　村　敏　夫　　桝　田　　陽　子
三　木　　功　　森　　　　崇

委員長　川　西　　剛　副委員長　後　藤　正　樹

在 宅 福 祉 委 員 会
委員長　森　　 一　弘　 副委員長　武　部　廣　文

中　桐　笑　子　　立　花　英　雄
三　木　　功　　森　　　　崇

理　　事

安　井　信　之
後　藤　正　樹
濵　田　　茂
橋 元　高　宣
武　部　廣　文
森　　　一　弘
木　村　敏　夫
中　桐　笑　子
桝　田　陽　子
川　西　　剛
三　木　　功
森　　　　崇
田　中　　仁

監　　事
石　田　良　行
増　田　　元

自 平成29年6月22日〜至 令和３年6月下旬

小豆島町社会福祉協議会組織図

社協新職員挨拶

　この四月から小豆島町社会福祉協議会にて、勤務させて頂いております。
　不慣れでわからないことばかりですが、地域の皆様方の温かい善意に支えられて、今日の
社協や普段の暮らしがあることを知り、感動と感謝の日々です。
　コロナ禍を始め、困難で複雑な社会状況の中で、社協チームの一員として、「だれもが安心
して暮らせる福祉の町づくり」の実現に向け、皆様の心に寄り添った業務が出来るよう、精
一杯頑張りたいと存じます。どうぞご指導の程、よろしくお願い致します。

「地域の皆様とともに」　岡田　直子

小豆島中学校の生徒の皆さんと保護者の方、ありがとうございました。
　

今回の熊本県南豪雨災害をうけ、小豆島で起こったら大変だ、他人事ではな
い、自分達に何かできることはないかと話し合い、懇談会の時に義援金を募ったそ
うです。小豆島町共同募金委員会・香川県共同募金会を通して熊本県共同募金会
へ送金させていただきました。皆様の善意、本当にありがとうございました。　                             　　                  
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